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We report here the synthesis of a water-soluble CPP derivative and its utilization for solubilizing 

fullerenes in water by the host-guest complex formation. A water soluble [10]CPP 1d having four sodium 
carboxylate groups were synthesized from tetrahydroxyl [10]CPP (1a). While the direct complex 
formation between 1d and C60 in water resulted in low encapsulation efficiency, the complexation 
between carboxylic acid 1d and C60 in DMSO/toluene mixture and subsequent dialysis in water 
successfully gave the desired water soluble complex.  
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フラーレンの水溶化は生物学的応用の観点からも多大な興味を集めている。1 化学反応

を用いた水溶性の付与の例が多いが、反応により共役長が減少してしまう。それに対し、

水溶性ホストを用いた pristineフラーレンの水溶化が興味深いが、その例は限られている。
2 我々は、すでにテトラヒドロキシ[10]シクロパラフェニレン 1a（Scheme 1）の大量合成

法の開発に成功している。3 本研究では、1a のヒドロキシ基の修飾により CPP の水溶化

に成功するとともに、これとフラーレン C60

とのホストーゲスト錯体形成により、C60の水

溶化を行ったので報告する。 

 1a とブロモ酢酸エチルとの反応により、エ

ステル体 1b が 80%の収率で得られた。 エ

ステルの加水分解の後、得られたカルボン酸

1cに NaOHを作用させることでカルボン酸ナ

トリウム塩 1d が定量的に得られた。さらに、

1d が水中で高い溶解性を持つことが分かっ

た。 1d の DMSO 溶液に対して、1 当量の 

C60 トルエン溶液を加えることで錯形成を行

った。さらに、この混合溶液の透析を水中で

行い、 溶媒交換を行った。得られた水溶液の

吸収スペクトル、GPC測定から、ホストーゲ

スト錯体が水に溶解していることが示唆された。 
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Scheme 1. Synthesis of carboxylic 

sodium salt 1d and formation of host-

guest complex with C60 
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